
建設水道委員会行政視察報告書

委員名 " 愛敬 重之

視 察 先 :茨城県 水戸市

視察日時 :平成 25 年 8月 1 日 ◎ 1 時30分 ~ ⑯ 時30 分
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1 ･ 施設整備事業の実施 薑述盗
璽囮圏圈

平成 23年に発生した東日本大震災ではこれらの施設が被害を受け、市内全域が断水となりました。 今後も大規模地

震の発生が予測されており、現在のまま経年劣化が進んでいる管路や施設を放置しておくと、 地震に留まらず、 老朽

化による破裂事故等が発生し、 断水により市民生活や都市活動に重大な支障をきたす恐れを抱えております。
さらに、 昨年度実施した市民 1万人アンケートにおける今後優先すべき施策で、 災害に強いまちづくりを望む声が

高まっており、 防災対策では、飲料水の備蓄、ライフラインの耐震化など水に対する関心が高いことがわかりました。
水道事業において、安心 ･安定した水道供給を持続する上で、 水道施設を健全な状態で次世代に引き継ぐこと-,ま重

要な責務であります。 そのためには、 アセットマネジメントを活用しながら、老朽施設の更新や災害に強く安定給水

のできる施設の整備により、水道水の安定供給実現 (強靱化) を図る、施設整備事業を実施する必要がある。
2 . 老朽管の現状
水戸市でも問題になっている老朽管ですが、今後 10年間で第 3 ~ 第 4 拡張事業に整備した大ロ径管路が更新時期を

. 迎え、管路延長も多いことから、早急に管路更新を実施することが必要となる。
3。 老朽管更新計画

【管路耐震化の目標】
1 ) 今後概ね 10 年程度で、 基幹管路のうち口径 500mm 以上の管路の耐震管路の耐震適合率を 100%、 基幹管路 (口

径 300面 以上) の耐震適合率を 50% とします。
2 ) 上記以外の管路についても、老朽化した管路から順次更新を行い、 必要に応じ耐震化を図っていきます。
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【老朽鋳鉄管や石綿セメント管解消の目標】

1 ) 昭和 28年以前に布設された老朽鋳鉄管や石綿セメント管は、漏水に伴う家屋浸水や道路陥没による交通障害、
交通事故などの 2次災害を発生させる恐れがあります。 このことを踏まえ、概ね lo年程度で老朽鋳鉄管及び残



存する石綿セメント管の解消を図る。
平成 23年度末現在、残存延長 23,398,5m→すべて解消

4 . 浄水施設の更新について
①浄水施設の現状と更新計画

浄水施設は、 水源から送られた原水を飲料に適するよう“こ処理するためには、必要不可欠な施設です。 浄水施設

においても、昭和 40年代から昭和 60年代にかけて整備された多くの施設がまもなく更新時期を迎えるとともに、
東日本大震災の被害を踏まえた枝内取水施設、開江浄水施設、 緒川ダム施設、 楮川浄水施設などの施設の耐震化

対策も重要となっております。 このとこから、管路同様にアセットマネジメントにより重要度 ･優先度を考慮し、
更新計画を決定した。
ダムについても水戸市単独の施設のようです。 施設のダウンサイジングも考えたのですが浄水施設は震災で 2回

路は必要と感じたそうです。
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東日本大震災の爪痕
水戸市役所も使えなくなり当時のままでした。 すべて建替えと伺いました。 仏ぼらく仮設市役所での業務運営。
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乱 アセットマネジメントの概要
背景

高度経済成長期に急速に整備された多くの水道施設の経年劣化が進み、まもなく更新時期を迎えることとなる。
一方で、桑名市同様節水意識の向上による使用水量 (需要増) の低迷が水戸市でも続いており、今後も少子高齢化 ･

人ロ減少時代の到来により料金収入の増加が見込まれないことから、これらの事業による財源の確保が大きな課題と



なり、効率的な維持管理を行うためには、中長期的にわたる水道施設全般の更新時期 ･更新需要を把握し、財政と整

合のとれた方策が必要となる。
水戸市が実践するアセツトマネジメント
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[既存施設の更新検討】
0 重要度‐優先度を考慮した更新基準および数値目標の設定

【水岸川方策検討の実施】
0将来の水需要予測による適正な施設の規模の設定

0 水道システム全体の課題対応

･地震対策

･水道システム ･機能課題対応
瞬
.守要施設の更新 .延命化対応

鷺幅に日gI四国国=四□□□□四日□□日報G q巨凪‘-‘=師団u四白日目四日目母国壺翅撰国力Eiu□□門口n田園= = r-= n n ll■

今後4 0 年間 (H 2 5 ~ H 6 4 ) における事業費の把握

財政収支見通しの把握

効率的かつ効果的な更新整備と維持管理

2。 更新需要の把握
①更新基準の設定【重要度 ･優先度を考慮】

【更新基準設定の考え方】

施設 ･設備

延命化を考慮して更新基準を設定している他市の事例や日本水道協会調査による更新実績データ等の活用によ

り、更新年数 (= 法定耐用年数×更新年数設定率) を設定する。
管路
東日本大震災で約 7割の被害発生に至った液状化区域管路や事故影響度の大きい大口径管路の更新 ･耐震化を主

として進めることとし、他市の事例を踏まえて重要度 ･優先度の区分設定と更新年数設定を行う。

は施設霊備刀 表 ･ 更新基準“設定 〔施 設 設備)

区 分 重要度 更新年数設定率 更新年数設定例

建 築 B 1.6 〔7 5年) 浄水場管理.本館 等

土 木 B 1 5 (90 年) 配水池 等

電 気 A 1.2 5 (25年)
ろ過池制御盤 ･

高圧変電設備 等

機 械 A L 26 (19 年) 取水 ･導水ポンプ 等

計 装 A 1.2 5 (13年) 遠方監視制御装置 等1.2 5 0 3年) 遠方監視制御装置 等



区 分 口 径
重要度 ･

優先度
更新年輯

液状化区域

‘領事5 00 rT1m 以上 A 40 峯

硼磧300m m 以上中600m m 未満 B 50 年

-帥事7 5 m m 以上中3 0 o m m 未満 C 60 年

非液状化区域

朝中国om m 以上 B 60 年

蛔祷300m m 以上中500m m 未満 C 60 年

園の蔭m m 以上中aoom m 未満 D 70 年

孝疊他
の水戸地区橇肋管 ･内原地区管隅

(主に中60 m m 鼠-下の 調コ.S P〕
□ 70 年

②数値目標の設定

【管路の耐震化】

【筈路耐震化の方針】

(1 ) 耐震化優先管略

･危険度の高い液状化区域管路

･事故影響度の大きな大ロ径管路 (基幹管路 :導水管 ･送水管および口径 300mm 以上の配水管 (水戸市基準))

(2 ) 上記以外の管路の更新についても、アセットマネジメントをベースとして老朽化した管路から順次更新を行

い、 更新時は耐震化を図っていく。

表 3 管路耐震化の数値目標設定
、‐、、-＼、-~- ~ -＼、~~ - ~ ~

年 度

目標区分

基準年度 (現在) 数値目標(10年後)

20 12 年(目24) 2022 年(H34)

口径 500 ｢Tm 以上の耐震適合率*ど 8 3.6 % 〔見込み) 100 %

基幹管路の耐震適合率 3 8.0 % (見込み) 50 %基幹管路の耐震適合率

※ 2耐震適合率 :総延長に対する ｢耐震管路+ 良い地盤に埋設されているダクタイル鋳鉄管 (K 形継手等)｣ 延長の

割合

【石綿セメント管の解消】

2022年 (平成 34年) までに、 石綿セメント管解消を図る。
③水運用方策検討

【水運用方策検討項目】

④事業費のとりまとめ

重要度 ･優先度を考慮した既存施設の更新需要に、水運用方策検討における事業費を組み入れて算出した結果、
今後 40 年間における事業費総額は約 1,120 億円となる。



表4 事業費の推移と内訳

西暦年度
2013杆
~ 2017年

7f円毬守

~ 2022年

2023年
~ Z02 7生千

20舞年
(- 20 32 4三

2033年

~ 203′‘÷

2(}鮨年
~ 2042と主

2043年
~ 2C47年

2048年
~ 2052年

計

既存施設更新事業費 = .lo t 7.249 7,244 87 48 7.628 7,82 1 12 ,251 間ナノD2 768 33

水遼用方策検討による
整備事業費

5,6 l5 6,953 G 657 4,952 3、955 3.333 2,927 1,807 3 6,国会

言-- 16 ,806 14 202 "3。80 1 13,698 = '584 11l 54 15,178 彎5‐50g m 2 g 32

3 . 財政収支見通しの把握

今後 40年間の必要事業費は約 1,120億円となることから、 財政収支について現行の料金体系により試算した結果、
4 0 年後の繰越利益剰余金は約 4 4 7 億円の不足となる。

表5 財政収支算出結果

西暦守窟
20 ｢3‘--
~ 2 0 1アベミ

20目印
′‐｣2 02 2gこ

202 3Z･

~ 2 02 7.年
2028メ･

~ 20 3 2年
2033:斗
~ 2 {〕3 7年

2038年
~ 2042年

2043年
~ク0‘“年

知-鯖仔
~ 20 5 2年

水満事業籾攝 24/ 2 9 2 3,938 23アアア 23,569 Z3･569 2 3.5 5 9 2 1も臼9 2 3 56 9

水通事業費 25,76 0 2 6,808 2 6 5に3 26 .6 4 0 26 ,9 16 2 6 ぇ}g 2ノ.48 fう 7 1 98 0

資本的吸入 技6GB B,4 9 8 8 .34 0 7 ,4 6 6 7 ,0 12 7,94 2 8,38 G B O I2

轡本的支出 2凡作荘は 74,5う5 7月○き7 2 3 ,C ?
{ 2 0,6 le 20 847 2 5,69 R 2みR90

扇.;若年腹 2馴れl宗 2022鷁末 2027鋒末 20“2年.赤 2O曙7年寒 2 n4 2だゑへ 宛-" な* クー艶ン
･年末

繰越利益朝宗会 △日T46 △ 16a D6 △ 2 1778 △ 26 ,7 4 4 △ 29 ,6 36 △ 3l,782 △ 38,035 △ 44 656

液 状 化 判 定 結 果 図
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(事前質問)

●上水道の耐震化について

(1 ) 上水道の現状と課題

･液状化は一般的に埋立地等で発生すると言われたが、震災ではそれ以外の場所でも発生した例はありましたか。
回答 :上地図を参照下さい。 これを元に耐震管実施

･震災により水道管路上の仕切弁ボックス等の浮き上がりはありましたか。
回答 :あまり影響はなかった

･震災直後の露出管による一時復旧の際、管路保護のための工夫は。
回答 : レンタル管での (ステンレス管) 復旧でした。 あばれないように、 土嚢やフックで固定。

･一時復旧後に本格的な布設替等しましたか。
回答 :危険地は耐震管補助が受けられるので耐震管で積極的に変えた。
･震災による水道本管からメーターまでの取り付け間の影響は。
回答 : 13mm ~ 25n血 ポリエチレン管 30皿n~ 50n皿ライニング管 以上はダクタイル管です。 600件

ポリエチレン管は被害がすくなかった。 被害は鉛管に多く発生。 鉛管の劣化。
･震災による筈路布設替 ･補修の総延長は。
回答 :1.2紐内 600m は耐震継手。 他では、ホースライニング等実施。
･震災前後の有収率の変化 (H22~ 25の推移)

回答 :別紙参照→H24 年度 94.29 %

･震災前と現在で漏水等補修回数の変化は。
回答 :別紙参照

(2 ) 耐震化の方策

･新型耐震管 ｢G X 形ダクタイル鋳鉄管｣、 ｢ゴム輪形硬質塩化ビニル管｣ を採用した理由について。 また震災を

経て方針の変更はありましたか。
回答 : N S 形と同様の性能があり、布設替え時作業効率がよい。 今震災でも耐震継手は被害が少なかった。
･桑名市では、 配水ポリエチレン管 (融着継手) を使用するが、 新型耐震管との強度差をどう考えていますか。
回答 :厚生労働省検討会でポリエチレン管は自治体で判断。
(3 ) 耐震化に当たり、 工夫や配慮している点は。
回答 :本資料4 ページ参照



(4 ) 今後の方向性

･震災による施設更新のために料金改定を予定していますか。
回答 :年報P 66 ~ P 67参照。 茨城でも一番低価格 (桑名市も同様) 水道事業審査会で概ね料金体系見直し方向。
まとめ
桑名市に比べ経営状況は良好でした。 桑名市も老朽管布設替事業等を推進するにはある程度のタイミングで料金改

定も必要かと思いました。
桑名市も液状化判定等把握し、長期的な計画を設定し耐震管布設替事業を推進していかなければならないと思いま

す。 大災害にも関らず比較的スピードある復旧は参考すべき事かと思いました。


